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ｖ
旧
脱
邪
日
、
お
約
束
の
時
間
知
県
板
金
綜
合
職
業
訓
練
協
会
弘
和
、
愛
知
県
板
学
会
会
長
伊

垂
議
雪
霊
一
癖
瀬
板
蕊
蕊
蛎
雛
懸
潔
灘
灘
認
識
鯛
濡
毒
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板金会館竣工の祝辞をうける清水県板常務理事（左端）と

右から長谷川、羽柴、伊藤、二村の４代表 Ｈ
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諸会議報告
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全
国
理
事
長
会
議
報
告
（
吃
月
羽
目

全
板
国
保
理
事
会
報
告
（
廻
月
羽
目

専
門
委
員
会
報
告
（
１
月
弱
日
）

飾
齢
髄
鈴
合
同
会
議
報
告
（
１
月
弱
日
）

。
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ぜ
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１
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ｒ
ｄ
同
ｑ
，
Ｈ
同
邑
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坐
一
東
都
ヨ
ー
ト
フ
レ
ー
裳
密

名
古
屋
営
業
所
垂
（
皿
）
○
四
四
一

折たたみ式橋子20脚のご寄営に対する祝認を述べる日比野

理事長

軟質ポリエチレン嵩周波融蓋

れ
た
。
県
板
常
務
理
事
清
水
功

氏
ｌ
指
導
委
員
長
ｌ
が
謹
し
ん

で
祝
辞
を
受
け
ら
れ
た
く
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
迎
え
る
八
○
年

代
の
展
開
に
つ
い
て
和
や
か
な

交
歓
が
か
わ
さ
れ
た
。

○

▽
工
業
組
合
と
技
能
士
会
の
幹

部
役
員
合
同
会
議
は
馳
年
５
月

邪
日
の
諒
解
事
項
を
踏
ま
え
て

竣
工
な
っ
た
板
金
会
館
３
階
会

議
室
で
１
月
昭
日
午
前
Ⅲ
時
か

ら
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
工

VＶＫ

鉄
骨
建
築
に
…業

組
合
側
ｌ
日
比
野
理
騨
長

以
下
Ⅱ
名
、
技
能
士
側
’
二

村
会
長
以
下
８
名
で
あ
っ
た
。

日
比
野
理
事
長
、
二
村
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
日
比
野
理
事

長
か
ら
今
般
愛
知
県
板
金
会
館

の
竣
工
に
あ
た
り
、
折
り
た
た

み
式
椅
子
別
脚
御
寄
贈
に
対
す

る
お
礼
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

続
い
て
両
サ
イ
ド
よ
り
活
発

な
意
見
交
換
、
質
疑
応
答
の
後

次
の
こ
と
を
承
認
可
決
し
正

午
閉
会
し
た
。

①
現
在
県
ば
じ
め
各
機
関
に

登
録
暮
れ
て
い
る
愛
知
県
板
祇

技
能
士
会
を
愛
知
県
板
金
工
業

組
合
と
入
替
を
行
う
。
そ
の
時

期
は
県
板
金
館
で
事
務
の
出
来

る
Ｒ
と
す
る
。

②
系
統
的
に
は
県
板
↓
技
能

士
会
と
な
る
も
「
愛
知
県
板
金

技
能
士
公
」
の
呼
称
は
存
枕
す

る
。
③
そ
の
主
た
る
業
務
は
従
来

ど
お
り
技
能
検
定
試
験
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

④
業
務
援
助
は
可
能
な
限
り

積
極
的
に
行
い
、
家
賃
に
つ
い

て
無
料
と
し
、
電
話
料
は
技
能

士
会
が
負
担
す
る
、
そ
の
他
の

経
費
に
つ
い
て
は
、
適
寅
取
り

き
め
る
。

｡Ｆp宇芭甫午･ｐｍｌｏﾛ･･、▽■陸か昌虎､

塞
士
識
ブ
ス
一
轍



一
月
二
十
三
日
、
組
合
事
務

所
三
階
会
議
室
に
て
於
、
理
事

長
は
じ
め
全
常
務
理
事
（
樽
井

副
理
事
長
欠
席
）
出
席
の
も
と

に
開
催
さ
れ
た
、
理
事
長
あ
い

さ
つ
の
後
、
直
ち
に
議
事
に
入

い
り
罷
各
委
員
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
報
告
が
な
さ
れ

た
。
指
導
委
員
会
、
屋
根
講
習
会

の
申
込
み
は
、
一
一
五
五
名
と
な

っ
た
、
テ
キ
ス
ト
は
、
本
日
到

着
し
た
、
各
支
部
で
講
習
会
の

開
催
日
程
を
決
め
事
務
局
ま
で

連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

厚
生
委
員
会
、
一
月
十
九
日

開
催
の
委
員
会
の
結
果
を
報
告

さ
れ
、
労
働
保
険
の
手
数
料
、

全
板
国
保
の
手
数
料
、
・
は
報
告

通
り
了
承
さ
れ
た
。

青
年
部
、
発
足
以
来
一
年
に

な
る
が
、
そ
の
間
五
支
部
が
増

加
し
、
十
五
支
部
と
な
っ
た
。

第
一
一
回
全
板
技
能
コ
ン
ク
ー

愛 板 昭和55羊２月１日 〔２〕

常
務
理
事
会

専
門
委
員
会
報
告

一
月
十
九
日
、
八
神
委
員
蔓

を
は
じ
め
、
高
柳
、
蜂
須
賀
、

大
脇
、
松
野
、
川
口
、
清
水
、

稲
垣
、
榊
原
（
代
理
）
の
各
委

員
、
事
務
局
、
山
内
、
渡
辺
、

出
席
の
も
と
に
、
組
合
事
務
所

旧
猟
、
年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
一
会
館
の
竣
工
に
と
も
な
う
も
の

》
》
》
》
》
》
》
》
哩
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》
帝
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》
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》
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新
県
板
事
務
所
移
転
終
る

役
員
さ
ん
の
ご
協
力
で

厚
生
委
員
会

事
業
別
財
政
の

健
全
化
を
協
議

会

’
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ｉ
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＆
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寸
Ｊ
ｂ
、
１
丁
〃
ト
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ｑ
〃
ｂ
５
、
寺
ｆ
ｐ
ｑ
、
勺
ｒ
ｂ
ｐ
、
１
Ｆ
Ｐ
Ｌ
、
守
口
。
Ｐ
、
４
Ｊ
０
Ｆ
、
Ⅱ
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石
黒
各
常
務
理
事
が
ト
ラ
プ
ク

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て
の
大

奉
仕
。
日
比
野
理
事
長
総
合
指

揮
の
も
と
、
手
際
よ
く
移
転
作

業
が
進
め
ら
れ
、
正
午
に
は
完

了
し
た
。
車
南
と
労
働
を
心
よ

く
提
供
さ
れ
た
前
記
幹
部
役
員

さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

｛
９
。

（
総
務
課
・
管
理
係
）

種目

ビニール加工品

樋用金物一式

樋工事一式

塩ビ波板各種

三
階
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
八
神
委
員
長
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
事
務
局
よ
り
、

資
料
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

議
事
に
入
っ
た
。
各
委
員
よ
り

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
終
始

営業
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⑳蹴麗i蜜鯛式会戦

熱
心
な
討
議
の
末
、
次
の
よ
う

に
決
っ
た
。

Ｈ
、
ア
ン
ケ
ー
ト

二
月
十
五
日
ま
で
に
、
各
支

部
毎
に
ま
と
め
て
、
回
答
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

目
、
労
働
保
険
の
手
数
料

労
働
保
険
ご
と
に
、
保
険
料

割
一
○
％
、
平
等
割
月
一
一
○
○

円
（
年
一
一
四
○
○
円
）
特
別
加

入
月
一
一
○
○
円
（
年
一
一
四
○
○

円
）
に
す
る
。

旬
、
健
康
保
険
の
手
数
料

ル
に
、
碧
南
支
部
高
橋
銀
吾
氏

付
添
と
し
て
青
年
部
長
高
柳
一

男
氏
が
出
場
す
る
。

社

☆
領
☆

鉄鋼・建材・捜械

第１２８号

現
行
の
月
一
五
○
円
を
、
月

三
○
○
円
に
す
る
○

四
、
全
板
国
保
の
交
付
金

五
十
四
年
度
は
籍
年
度
末
に

仮
払
分
を
精
算
す
る
。
五
十
五

年
度
は
、
仮
払
の
手
続
を
せ
ず

五
十
四
年
度
の
実
績
で
支
給
す

る
。
㈲
、
全
板
国
保
の
資
格
変
更

に
つ
い
て

十
六
才
以
上
の
家
族
で
、
板

金
業
に
従
事
し
て
い
る
者
は
、

被
扶
養
者
か
ら
、
従
業
員
に
、

資
格
の
変
更
を
し
て
も
ら
う
よ

う
、
各
支
部
良
を
通
じ
、
お
願

い
し
て
あ
り
ま
す
が
、
該
当
の

方
は
、
至
急
そ
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
下

さ
い
。

斉 露樵式



◎
熱
田
支
部

熱
田
南
支
部
で
は
ｕ
月
賜
日

南
区
道
徳
通
り
「
泉
楽
」
で
忘

年
会
と
胆
月
定
時
例
会
が
開
か

れ
た
。
清
水
支
部
長
（
県
板
理

事
）
さ
ん
の
歯
切
れ
の
い
い
、

挨
拶
と
要
領
の
い
い
経
過
報
告

の
あ
と
、
忘
年
会
に
入
る
。
当

支
部
は
本
年
度
名
古
屋
市
技
能

功
労
表
彰
者
が
二
人
選
ば
れ
た

名
誉
あ
る
支
部
で
あ
る
。
私
は

昨
年
も
お
邪
魔
し
た
の
で
あ
る

が
、
本
当
に
あ
た
た
か
い
雰
囲

気
の
あ
る
支
部
で
あ
る
。
皆
さ

ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
清
栄
を
心

に
念
じ
つ
つ
辞
し
た
。

（
事
務
局
・
鈴
木
）

板〔３〕 郡55年２月 Ｂ 第１２８号

三和式ベンチレーター(株）

愛
知
県
板
青
年
部
会
（
会
長

・
高
柳
一
男
氏
）
は
、
一
月
十

三
日
⑧
午
後
一
一
時
よ
り
昭
和
区

板
金
会
館
三
階
会
議
室
に
お
い

て
幹
部
役
員
会
を
開
催
し
、
第

二
回
全
板
連
青
年
部
全
国
技
能

競
技
大
会
出
場
選
手
、
候
補
者

を
決
定
し
た
。
・
・

当
日
の
出
席
者
は
高
柳
部
長

（
岡
崎
）
、
水
谷
副
部
長
（
西

春
）
品
青
木
副
部
長
（
知
多
）

鴬ﾙ勇和式ベンチレ…Jタヨ

◎
お
知
一
Ｆ
一
せ

▽
県
板
賦
課
金
振
込
先
変
更
に

つ
い
て

今
般
組
合
事
務
所
の
移
転
に

と
も
な
い
、
取
引
銀
行
を
変
更

し
ま
し
だ
の
で
、
今
後
の
お
振

り
込
み
に
つ
き
ま
し
て
ば
、
左

記
の
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

一
｝
ふ
す
白
い
銀
行
名
百
五
銀
行

御
器
所
支
店

㈲
宛
名
愛
知
県
板
金
工

業
組
合

例
預
金
種
類
普
通
預
金

口
座
番
号

６
３
１
１
３

昭
和
弱
年
１
月
ｎ
日

（
総
務
課
・
経
理
係
）

ず
「
特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設

世
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法

律
」
に
関
す
る
こ
と

弘
年
Ⅱ
月
か
ら
標
題
の
こ
と

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
都
市
ガ
ス
用
ま
た
は

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
の
ふ
ろ
が
京

お
よ
び
瞬
間
湯
沸
器
の
排
器

筒
、
排
気
扇
の
設
世
工
事
、
変

更
工
事
を
行
な
っ
た
場
合
、
こ

の
雷
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、

工
事
監
督
者
が
ラ
ベ
ル
を
貼
り

つ
け
る
よ
う
義
務
づ
け
た
法
律

一
Ｕ
↑
の
一
・
つ
。

こ
れ
ら
の
排
気
筒
、
排
裁
扇

工
事
に
は
板
稔
菓
言
も
多
数
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

対
応
策
が
必
要
で
あ
る
。

関
係
者
は
板
金
新
聞
第
２
７

０
号
（
里
。
Ⅱ
。
巧
）
篇
４
面

を
参
照
の
こ
と
。

青
年
部
幹
部
役
員
会
開
く

第
一
一
回
技
能
競
技
大
会

参
加
選
手
き
ま
る

蕊
』蕊

江
南
支
部
で
は
１
月
５
日
江

南
市
両
高
屋
「
増
美
支
店
」
で

新
年
宴
会
と
総
会
が
開
か
れ

た
。
私
は
昨
年
も
お
伺
い
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
総

会
の
運
営
は
誠
に
見
事
な
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
協
力
し
、

分
担
業
務
を
責
任
を
も
っ
て
果

す
結
果
だ
と
思
う
。

煮
え
た
っ
た
鍋
の
肉
を
つ
つ

き
な
が
ら
、
昨
年
７
月
開
催
し

大
成
功
を
お
さ
め
た
第
八
回
尾

張
地
区
板
金
組
合
連
合
会
総
会

の
想
い
出
話
を
坪
内
さ
ん
お
聞

き
し
た
。
「
全
板
大
会
尾
張

◎
江
南
支
・
部

_句鍾i謡建

愛

大
友
幹
事
（
東
三
）
、
小
杉
幹

事
（
瀬
戸
）
そ
れ
に
鈴
木
（
愛

知
県
板
事
務
局
）
の
六
名
。
。

た
だ
ち
に
候
補
作
品
十
三
点

の
審
査
に
入
り
、
、
一
一
時
間
に
お

よ
ぶ
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
の
ち
次
の
二
氏
が
決
定
し

た
。
第
一
位
高
橋
銀
吾
（
碧
南
）

第
二
位
斉
藤
行
雄
（
岡
崎
）

灘
鴬

誰

本社稲沢市高重町中道１８ＴＥＬ(0587)32-4168(〒492）

東京営業所東京都清瀬市元町７－２１ＴＥＬ(0424)91-0069(〒180-04）

犀卜換気扇ＳＶＦ型

◎
豊
田
支
部

豊
田
支
部
は
昭
和
三
十
八
年

以
来
一
月
十
日
十
一
日
恒
例
と

な
っ
て
居
意
す
総
会
を
兼
た
旅

行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
度
だ
け
二
月
上
旬
に
変
ま

し
た
所
大
雪
の
為
豊
田
イ
ン
タ

ー
を
九
時
に
入
り
十
二
時
に
名

古
屋
イ
ン
タ
ー
と
い
う
事
で
淡

路
島
行
が
伊
豆
の
伊
東
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
以
来
十
日

十
一
日
の
伝
統
を
守
っ
て
居
ま

す
。
今
年
は
北
陸
路
山
代
温
泉

泊
途
中
永
平
寺
に
初
詣
り
早
々

と
宿
に
到
着
早
速
総
会
を
開
く

本
年
は
役
員
の
改
選
が
な
い
の

で
議
事
も
す
む
う
ず
に
進
行
終

了
。
入
浴
後
懇
親
会
。

翌
期
障
子
を
開
け
る
と
一
面

銀
世
界
二
十
五
擁
の
積
雪
宿
の

女
中
さ
ん
と
の
雪
合
戦
を
後
に

出
発
。
天
下
の
三
大
名
園
の
兼

六
園
雪
の
園
内
は
又
格
別
の
趣

が
あ
り
た
だ
た
だ
感
心
す
る
ば

か
り
。
帰
途
陸
や
は
り
雪
の
為

豊
田
着
は
二
時
間
お
く
れ
や
れ

や
れ
で
し
た
。

。
０
０
一
・
口
》
■
ず
ａ
啓
一
ｒ
Ｂ
ｔ
ｂ
ｍ
の
ぃ
″
Ⅱ
今
。
ご
夕
覗
１
ヴ
ニ
ゥ
ヂ
■
■
，
＆
地
口
咳
、
早
●
伊
皿
■
ザ
ｑ
ち
げ
も
”
＆
写
勘
凸
画
も
●
〃
し
も
戸
。
。
。
幸
『
Ｊ
Ｔ
Ｆ
今
Ｐ
Ｌ
Ｃ
・
へ
争
‐
↑

》
支
部
だ
よ
・
り
』

堀
Ｐ
ｇ
Ｑ
ｏ
Ａ
ｂ
も
。
，
画
Ｐ
″
Ｉ
Ｏ
Ｄ
や
勺
や
も
心
・
か
。
＄
い
＃
、
”
も
ロ
。
ワ
ー
タ
ｒ
１
の
ｐ
ご
丸
載
：
ｇ
Ｄ
ｒ
ｋ
、
』
『
口
・
ｒ
ｂ
▼
６
２
句
。
、
．
ご
急
．
。
・
１
．
４
・
き
ち
。
．
《

屋上換気扇ＳＶＯ型〔アルミ製〕 固定式ベンチレーターＤ型

版
」
が
あ
の
よ
う
に
成
功
し
た

の
は
、
一
に
協
力
、
二
に
一
‐
ウ

イ
・
サ
ー
ブ
」
の
精
神
で
あ

る
。
古
知
野
の
フ
ォ
ー
ム
で
快

晴
の
空
を
遠
く
眺
め
な
が
ら
、

江
南
支
部
の
在
り
方
を
う
ら
や

ま
し
く
思
っ
た
。
（
事
務
局
。
鈴
木
）



吟
』
利
用
価
値
が
有
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

作
業
手
順
ｌ
銅
板
を
磨
く
（
含

該
洗
い
）
↓
着
色
液
↓
軽
く
磨

く
（
色
の
調
整
）
↓
水
洗
い
↓

軍
曹
で
中
和
↓
水
洗
い
↓
乾
燥

↓
仕
上
げ
。
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く
出
ま
し
た
。

「
作
業
手
順
」
ペ
ー
パ
又
は
釦

彩
硝
酸
液
↓
化
学
腐
食
（
タ
ン

パ
ン
酸
で
腐
食
す
る
。
）
↓
色

付
↓
水
洗
。

閥
１
タ
ン
パ
ン
酸
↓
硫
酸
銅
…

価
９
酢
酸
・
・
・
弱
，
、
食
塩
吃
．

５
チ
緑
青
５
牙
水
０
．
５
２
、

薬
品
を
乳
鉢
で
練
っ
て
沸
騰
水

の
中
に
入
れ
よ
く
溶
か
す
。

油
２
着
色
液
↓
塩
酸
釦
池
、
酢

酸
銅
如
牙
、
炭
酸
銅
Ⅲ
，
、
亜

比
酸
５
？
、
塩
化
ア
ン
モ
ン
如

多
、
硝
酸
銅
加
子
、
水
０
．
５

２
、
同
じ
く
乳
鉢
で
練
っ
て
沸

騰
水
の
中
庭
入
れ
よ
く
溶
か

す
。
両
方
共
常
温
ま
で
冷
や
し

て
か
ら
使
用
し
た
。
尚
容
器
は

銅
板
を
八
千
代
折
し
た
容
器
を

使
用
し
ま
し
た
。

Ⅲ
「
煮
色
仕
上
」

、
前
処
理
１
．
ヘ
ー
パ
ー
で
磨
き

次
に
軍
曹
で
磨
く
、
次
に
水
洗

い
、
特
に
こ
の
前
処
理
の
出
来

具
合
で
後
の
着
色
が
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑥
着
色
ｌ
銅
板
に
大
根
お
ろ
し

を
十
分
に
こ
す
り
つ
け
た
の
ち

煮
液
の
中
に
入
れ
、
銅
板
を
症

動
さ
せ
る
。
５
分
位
い
後
一
度

と
り
出
し
て
着
色
状
況
を
見

る
。
再
度
大
根
お
ろ
し
を
こ
す

り
つ
け
煮
液
の
中
に
入
れ
同
じ

よ
う
に
く
り
返
す
。
、
分
１
巧

分
位
い
で
煮
色
が
出
て
来
ま
し

た
が
何
か
少
し
う
す
い
嫌
に
も

思
え
ま
し
た
、
色
は
赤
味
が
か

っ
た
赤
銅
色
と
い
い
ま
す
か
。

、
後
処
理
Ｉ
水
洗
い
後
ク
リ
ア

ー
ラ
ッ
カ
ー
か
、
は
ち
み
つ
で

仕
上
げ
る
、
は
ち
み
つ
の
方
が

去
る
一
月
二
○
日
に
岡
崎
支

部
主
催
銅
板
着
色
研
究
会
を
岡

崎
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
時
の
研
究
レ
ポ

ー
ト
を
御
報
告
致
し
ま
す
。
当

日
は
、
岡
崎
支
部
員
は
も
と
よ

り
瀬
戸
、
春
日
井
、
知
多
、
碧

え
た
。
タ
ン
パ
ン
酢
を
作
る
際

乳
鉢
で
薬
品
を
練
る
コ
ツ
が
わ

か
ら
ず
、
色
々
と
や
っ
て
み
ま

し
た
。
又
薬
品
と
混
ぜ
る
水
も

水
道
水
を
そ
の
ま
ま
使
う
よ
り

蒸
溜
水
を
使
う
か
、
一
度
沸
騰

し
た
水
を
使
う
方
が
良
い
よ
う

で
す
。

、
符
色
ｉ
参
者
書
に
は
噴
霧
器

で
吹
付
と
あ
り
ま
し
た
が
時
間

も
無
い
の
で
、
音
色
液
に
つ
け

た
り
、
ふ
で
で
塗
っ
た
り
し
て

と
に
か
く
短
時
間
に
着
色
出
来

る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
そ
れ

故
隷
青
の
色
徳
出
た
も
の
の
は

が
れ
て
し
ま
う
も
の
が
多
く
、

２
１
３
日
か
け
て
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
又
銅

板
を
か
な
づ
ち
等
で
あ
ら
し
た

も
の
は
青
色
が
早
く
出
来
る
と

い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

着
色
回
数
は
何
回
も
わ
け
て
薬

を
塗
る
〉
色
付
↓
乾
燥
↓
水
洗

を
く
り
か
え
す
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
叢
す
。
色
と
し
て
は
、

あ
の
毒
々
し
い
の
色
が
良

つ
や
が
や
や
少
な
い
様
で
あ
っ

た
。「
作
業
手
順
，
－
１
銅
板
を
ペ
ー

パ
ー
で
磨
く
↓
意
曹
で
磨
く
↓

水
洗
い
↓
大
根
お
ろ
し
を
つ
け

る
↓
煮
液
の
中
に
入
れ
る
↓
よ

く
振
動
さ
せ
る
↓
水
洗
い
仕
上

煮
液
↓
硫
酸
銅
５
．
脇
９
、
緑

青
５
．
田
チ
、
水
１
．
８
２
，

以
上
三
つ
の
着
色
法
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
ど
の
方
法
に
お
い

て
も
着
色
時
の
操
作
よ
り
、
前

処
理
の
操
作
が
大
切
で
あ
り
難

か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
十
分
に
出
来
て
い
な
い
も
の

は
思
う
着
色
が
出
来
ず
誕
色
ム

ラ
等
の
苓
果
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
又
中
間
の
水
洗
等
も
十

分
行
な
っ
て
お
か
な
い
と
次
の

工
程
の
薬
品
と
混
ざ
っ
て
し
ま

っ
て
良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
色
付
の
経
験
が
無

い
者
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
卵
余

名
の
メ
ン
バ
ー
で
以
上
三
つ
の

方
法
を
１
日
が
か
り
で
、
か
な

り
短
時
間
で
行
な
い
裳
し
た
の

で
、
色
付
と
は
、
こ
ん
な
薬
品

を
こ
ん
な
手
順
で
行
な
う
と
出

来
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
経

験
出
来
、
こ
れ
か
ら
の
色
付
応

用
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
と

い
う
感
じ
で
す
。
出
席
さ
れ
た

み
な
さ
ん
は
覇
こ
の
研
究
会
の

経
験
を
も
と
に
、
今
後
こ
れ
を

生
か
し
て
着
色
を
自
分
の
仕
事

の
中
に
ど
ん
ど
ん
応
用
し
、
研

究
し
て
、
も
っ
と
手
軽
に
色
ん

な
、
着
色
が
確
実
に
出
来
る
方

法
を
考
え
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

愛
板
青
年
部
岡
崎
支
部
役
員

ハ
ッ
プ
を
使
用
し
た
、
そ
の
理

由
は
、
．
硫
化
加
里
を
溶
か
す
の

に
水
を
使
っ
た
た
め
溶
け
に
く

く
う
ま
く
作
用
し
な
か
っ
た
た

め
と
思
う
。
Ⅷ
ハ
ッ
プ
は
、
印

ｌ
川
倍
の
濃
さ
の
液
が
一
番
着

色
に
ム
ラ
が
無
く
出
来
た
様
に

思
う
。
そ
れ
以
上
の
濃
い
液
で

は
、
は
が
れ
易
く
、
薄
い
液
で

は
、
ム
ラ
が
出
来
易
く
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
。
又
着
色
時
に

出
来
る
黒
い
油
煙
の
様
な
膜
を

た
え
ず
は
が
し
て
い
か
な
い
と

ム
ラ
の
出
や
す
い
こ
と
も
わ
か

っ
た
。
又
着
時
に
色
を
止
め
よ

う
と
重
曹
を
使
っ
た
が
識
す
ば

や
く
操
作
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
思
う
所
で
色
を
止
め
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

◎
後
処
理
ｌ
水
洗
い
後
ウ
エ
ス

で
磨
き
、
つ
や
を
出
し
て
ク
リ

ア
ー
塗
装
を
し
た
。
他
に
ペ
ー

パ
ー
で
薄
く
仕
上
げ
た
人
も
い

た
。
こ
の
着
色
法
は
割
合
手
軽
に

行
な
え
る
し
又
色
具
合
も
現
代

の
建
築
様
式
の
中
に
合
う
と
思

う
の
で
、
住
宅
等
の
飾
り
物
に

レポート

研
究
会
ス
ナ
ヅ
プ

パ
ー
が
使
え
な
い
場
合
も
有
一
Ⅱ
人
工
暴
青

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
前
処
理
一
、
前
処
理
１
．
ペ
ー
パ
ー
、
卵
形

が
悪
い
と
成
功
率
は
さ
が
る
。
硝
酸
液
、
タ
ン
パ
ン
酢
で
表
面

⑥
著
色
ｌ
硫
化
加
里
溶
液
を
使
を
あ
ら
す
、
他
の
方
法
と
し
て

う
よ
り
も
剛
ハ
ッ
プ
の
方
が
利
わ
ら
灰
で
磨
い
た
後
、
タ
ン
パ

用
し
や
す
く
、
多
く
の
人
が
剛
ン
酢
で
表
面
を
あ
ら
し
た
。
結

ハ
ッ
プ
を
使
用
し
槌
、
そ
の
理
一
果
は
ど
ち
ら
も
良
い
よ
う
に
思

銅
板
着
色
研
究
会
開
く

愛
知
県
板
青
年
部

岡
崎
支
部
主
催

参
考
に
し
ま
し
た
。
日
本
芸
術

大
学
の
小
口
式
着
色
法
よ
り
、

硫
化
希
色
と
人
工
緑
青
、
そ
れ

に
美
術
出
版
社
の
鍛
金
の
実
際

よ
り
、
煮
色
仕
上
げ
の
三
つ
の

着
色
法
を
行
な
い
ま
し
た
。

万
法
は
、
講
師
を
招
か
な
く

こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
そ

れ
を
忠
実
に
テ
ン
ピ
ン
秤
を
使

っ
て
薬
品
を
計
り
、
混
合
し
着

色
を
行
な
う
と
い
う
形
を
と
り

ま
し
た
の
で
、
始
め
て
で
も
あ

り
過
程
に
お
い
て
色
々
迷
う
こ

と
が
多
々
有
り
童
し
た
が
、
何

と
か
着
色
も
出
来
、
出
席
者
全

員
何
等
か
の
形
で
得
る
も
の
が

有
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
以

下
そ
の
時
の
結
果
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
色
の
方
法
（
共
通
）

、
前
処
理
…
銅
板
の
表
面
の
油

分
、
ご
み
等
を
除
く
、
銅
板

表
而
を
あ
ち
す
。

方
法
ｌ
①
ペ
ー
パ
ー
で
あ
ら

す
。
②
み
が
き
砂
で
み
が
く

③
わ
ら
灰
で
み
が
く
。
④
化

学
薬
品
で
あ
ら
す
。

⑤
若
色
．
：
各
着
色
法
の
薬
品
で

腐
食
す
る
。

、
後
処
理
…
①
薬
品
の
除
去
。

②
色
の
定
著
。
③
み
が
き
つ

や
｛
。

南
、
刈
谷
、
西
尾
論
・
安
城
、
豊

田
熟
豊
橋
等
各
地
区
青
年
部
の

方
々
総
勢
五
一
一
名
も
の
参
加
を

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
回
行
な
っ
た
着
色
方
法
は

日
本
鋼
セ
ン
タ
ー
の
資
料
よ
り

板

方
法
ｌ
重
曹
、
水
洗
、
は
ち
み

つ
、
ク
リ
ア
ー
ラ
ッ
カ
ー
等

Ｉ
硫
化
着
色

③
前
処
理
ｌ
ペ
ー
パ
ー
と
か
酸

洗
（
釦
彩
硝
酸
）
・
で
表
面
を
あ

ら
す
方
法
が
着
色
ム
ラ
が
少
な

か
っ
た
。
物
に
よ
っ
て
は
ぺ
Ｉ


